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１．はじめに 

 

  本工事は貝塩地区において大規模な崩壊法面の整備、また平湯川左岸において砂防堰

堤の整備を行い、土石流災害から下流域生活圏の安定化を図ることを目的とした砂防工

事です。 

  本稿ではこの工事で実施した安全対策について報告致します。 

 

２．工事概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な工事内容 

斜面対策 1 式 砂防えん堤 1 式 

  砂防土工 1 式   砂防土工 1 式 

  法面工 1 式   現場打ち擁壁工 1 式 

  山腹水路工 1 式   舗装工 1 式 

  斜面対策付属物設置工 1 式   構造物撤去工 1 式 

  仮設工 1 式   仮設工 1 式 

斜面対策

砂防えん堤

【写真―１ 全景（上空より望む）】 
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 これらの安全対策を日常から疎かにせず確実に実施できたことにより、長期に渡って法

面作業に従事してきた作業員の方々に事故等無く、墜落・転落災害ゼロを達成することが

できた。 

 

４．落石災害防止に対する取組み 

４－１．問題点 

当該施工法面は過去に崩落した土砂等が堆積して

いる崖錐斜面で機械等で整形を行っても、のり表面

上には直径30cm程度の転石が無数に存在する法面で

あり落石の発生しやすい現場条件であった。 

また法面の吹付作業時には【写真－６】に示すよ

うに、施工法面下方の既設護岸工付近に造成した作

業ヤードに吹付プラントを設置する作業計画として

いたため、万が一作業中に落石が発生した場合には、

長大法面（法長約 50m）及び既設護岸工天端から作 

業ヤードまで直高約 7m もあることを考えると、作業 

ヤード内に立ち入っている作業員等に対して甚大な事故等を招く恐れがあり、安全確保が

課題となった。 

 

４－２．安全対策 

① 「落石防護柵の設置による安全・安心な作業環境の整備」 

 法面工着手前に単管、スロープネット等による簡易な落石防護柵（H=1.5m）を法面中腹

付近（L=40m）及び法尻付近（L=80m）に設置することを発注者と協議のうえ施工を行い、

安全・安心な作業環境を整備した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既設護岸工 

直高約 7m 

作業ヤード 

【写真－６ 施工法面下方箇所】 

【写真－７ 法面中腹付近落石防護柵】 

【写真－８ 法尻付近落石防護柵】

【写真－９ 吹付プラント内での作業の様子】 
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